CPDS認定のためのワイズWEBセミナー
新コース「工事成績対策セミナー（竣工検査編）」を開講

ソフトウェア開発の株式会社ワイズ（本社：長野市　代表取締役社長　福澤直樹）は、インターネット学習サービス『ワイズ WEBセミナー』に新コース「工事成績対策セミナー（竣工検査編）」を開講した。
『ワイズ WEBセミナー』は、一般社団法人全国土木施工管理技士会連合会の継続学習制度（CPDS）の取得をサポートするwebサービス。インターネットを利用した学習形式（ｅラーニング）のため、申込から受講まで時間や場所を選ばず利用可能。

新たに開講した「工事成績対策セミナー（竣工検査編）」は、工事成績で高得点を獲得するための対策セミナー。工事成績の点数構成や検査員のチェックポイント、高得点に結びつく対策の学習を通して、継続学習制度（CPDS）３ユニットの取得が可能。
受講チケットの標準価格は４，４００円。複数名や複数コースの同時申込、または同社の施工管理関連ソフトウェアとの同時購入により割引の特典がある。また、購入手続き後９０日間は繰り返しの受講が可能。

同社ホームページでは体験版を公開中。
資料請求等の問い合わせは、(株)ワイズ（〇二六―二六六―〇七一〇）　　担当　西澤まで。
